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ト
ピ
ッ
ク
ス

格
差
と
ひ
き
こ
も
り

2

日
教
組
と
東
京
都
の
調
査
か
ら

教
員
の
八
三
％
が
、
家
庭
の
経
済
力
の
差

が
子
ど
も
の
学
力
格
差
や
進
路
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る―

―

。
日
教

組
（
森
越
康
雄
委
員
長
、
二
九
万
六
〇
〇
〇

人
）
の
調
査
で
こ
ん
な
実
態
が
分
か
っ
た
。

保
護
者
の
収
入
が
子
ど
も
の
学
力
や
進
路
、

学
校
生
活
に
影
響
す
る
実
情
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
格
好
だ
。
一
方
、
東
京
都
の
調
べ
に

よ
れ
ば
、
都
内
の
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
は
約

二
万
五
〇
〇
〇
人
で
、
三
〇
〜
三
四
歳
層
が

最
多
。
就
職
・
就
労
の
挫
折
が
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
・
友
人
と
の
関
係

が
希
薄
な
人
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
調
査
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

経
済
格
差
が
学
力
・
進
路
に
影
響

日
教
組
が
全
国
の
小
中
高
校
と
養
護
学
校

の
学
級
担
任
を
対
象
に
実
施
し
た
「
教
育
予

算
に
関
す
る
学
級
担
任
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ

る
と
、
家
庭
の
経
済
力
の
高
低
が
子
ど
も
の

学
力
や
進
路
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
教
員
の
割
合
は
全
体
の
八
三
・
四
％

を
占
め
た
。

学
校
種
別
で
は
、
高
等
学
校
が
八
七
・
三

％
で
ト
ッ
プ
。以
下
、中
学
校（
八
四
・
三
％
）、

小
学
校（
八
一
・
〇
％
）、養
護
学
校（
七
五
・
〇

％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
方
や
、
影
響
は

な
い
と
感
じ
る
教
員
比
率
は
全
体
の
五
・
五

％
だ
け
だ
っ
た
（
図
表
１
）。

こ
う
し
た
教
育
格
差
に
関
し
て
、
記
述
式

の
回
答
欄
に
よ
せ
ら
れ
た
具
体
的
な
事
例
を

み
る
と
、
保
護
者
の
厳
し
い
就
労
環
境
や
低

収
入
な
ど
が
、
子
ど
も
の
学
習
や
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
た
り
、
例
え
能
力
が
あ
っ

て
も
進
学
を
断
念
す
る
な
ど
、
経
済
的
な
事

情
で
早
い
段
階
か
ら
学
習
意
欲
を
そ
が
れ
て

い
る
生
徒
が
い
る
状
況
が
読
み
と

れ
た
。

参
考
ま
で
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
小
中
学
校
の
教

員
（
約
四
〇
〇
〇
人
）
を
対
象
に

昨
夏
、
実
施
し
た
「
学
習
指
導
基

本
調
査
」
で
、
日
頃
悩
み
に
感
じ

て
い
る
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
（
複

数
回
答
）。
そ
の
な
か
の
「
児
童
・

生
徒
間
の
学
力
差
が
大
き
く
て
授

業
が
し
に
く
い
」
と
の
選
択
肢
に

対
し
、
小
学
校
教
員
の
六
六
・
八

％
、
中
学
校
教
員
の
六
八
・
二
％

が
「
そ
う
思
う
（「
と
て
も
そ
う

思
う
」
と
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
の

計
）」
を
選
択
し
て
い
た
。

学
校
納
入
金
の
未
払
い
対
応
に

苦
慮

日
教
組
の
調
査
に
話
を
戻
す
と
、
修
学
旅

行
の
積
立
金
や
遠
足
代
、
副
教
材
費
な
ど
の

学
校
納
入
金
に
つ
い
て
は
、
五
一
・
二
％
の

教
員
が
保
護
者
へ
の
負
担
を
考
え
て
「
意
識

し
て
極
力
削
減
し
て
い
る
」と
回
答
。
特
に
、

小
学
校
で
は
六
割
強
の
教
員
が
「
意
識
し
て

削
減
」
し
て
い
た
。
全
体
で
は
、「
意
識
し

て
い
る
が
削
減
は
難
し
い
」（
四
二
・
七
％
）

と
合
わ
せ
て
九
三
・
九
％
が
意
識
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
学
校
納
入
金
の
未
払
い
の
実
態

を
尋
ね
る
と
、
四
六
・
二
％
の
教
師
が
「
受

け
持
ち
の
学
級
内
に
納
入
金
の
未
払
い
が
あ

る
」
と
答
え
た
。
学
校
種
別
で
は
中
学
校

（
六
〇
・
一
％
）
と
高
等
学
校
（
五
四
・
五
％
）

が
高
か
っ
た
（
図
表
２
）。

そ
ん
な
未
納
分
の
処
理
と
し
て
は
「
未
集

金
の
ま
ま
に
し
て
い
る
」
が
五
七
・
五
％
で

最
多
だ
っ
た
が
、「
立
て
替
え
る
」（
三
〇
・
〇

％
）
や
「
そ
の
子
は
修
学
旅
行
や
遠
足
に
参

加
し
な
い
」（
一
一
・
〇
％
）、「
そ
の
子
は
副

教
材
が
わ
た
ら
な
い
」（
二
・
八
％
）
な
ど
の

回
答
も
一
定
程
度
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
学
校

種
別
に
み
る
と
、小
学
校
は「
立
て
替
え
る
」、

中
学
校
は
「
未
集
金
の
ま
ま
」、
そ
し
て
高

校
で
は
未
納
を
理
由
に
「
修
学
旅
行
や
遠
足

に
参
加
し
な
い
」
が
全
体
に
比
べ
て
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
。

生
活
格
差
に
関
す
る
自
由
記
述
回
答
に

は
、
貧
し
さ
が
い
じ
め
の
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
や
、
経
済
的
な
余
裕
の
あ
る
な

し
が
、
子
供
の
友
達
関
係
に
影
響
し
て
い
る

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
保
護
者

図表 1　経済力格差が学力格差に及ぼす影響
Ｑ． 家庭の経済力の格差が、子どもの学力差や進路に影響を及ぼして
いると思いますか。

図表 2　学校納入金未払いの実態の有無
Ｑ． あなたの学級に、学校納入金（学年費、学級費、修学旅行費、遠
足代、副教材費など）が未払いな実態がありますか。
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の
生
活
力
の
格
差
に
苦
慮
す
る
教
師
の
姿
が

う
か
が
え
る
内
容
だ
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
家
庭
の
所
得
の
違
い
に
よ

る
教
育
格
差
の
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し

て
、
そ
の
実
態
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
国
・
自
治
体
に
改
善
を
求
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
。
昨
年
九
〜
一
二
月
に
全
国

の
小
中
高
校
と
養
護
学
校
の
学
級
担
任
に
調

査
票
を
郵
送
し
、
三
九
一
三
人
か
ら
有
効
回

答
を
得
た
も
の
。

都
の
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
二
万
五

〇
〇
〇
人

一
方
、
東
京
都
が
今
年
二
月
に
発
表
し
た

「
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
」

は
、
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
把
握
と
推
計
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
や
要
因
な
ど
を
分

析
・
検
証
す
る
こ
と
が
狙
い
。
住
民
基
本
台

帳
か
ら
一
五
〜
三
四
歳
の
男
女
三
〇
〇
〇
人

を
無
作
為
抽
出
し
て
、
調
査
員
の
個
別
訪
問

に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

協
力
を
得
ら
れ
た
一
三
八
八
人
の
う
ち
、

普
段
の
過
ご
し
方
で
「
自
室
か
ら
ほ
と
ん
ど

出
な
い
」「
自
室
か
ら
は
出
る
が
家
か
ら
は

出
な
い
」
な
ど
と
選
択
し
た
人
で
、
専
業
主

婦
や
妊
婦
な
ど
「
ひ
き
こ
も
り
」
と
明
ら
か

に
異
な
る
回
答
を
除
い
た
一
〇
人
を
ひ
き
こ

も
り
の
状
態
に
あ
る
と
判
断
。
都
が
別
途
行

っ
た
同
様
の
調
査
で
「
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
一
八
人
の
デ
ー
タ

を
加
え
た
計
二
八
人
を
「
ひ
き
こ
も
り
群
」

と
し
、「
一
般
群
」（
一
般
の
若
者
）
と
の
比

較
・
分
析
を
試
み
た
。　

ま
た
、
調
査
で
は
「
家
や
自
室
に
閉
じ
こ

も
り
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
と
考

え
て
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
親
和
群
」（
心
理

的
に
は
ひ
き
こ
も
り
と
同
じ
意
識
傾
向
を
持

っ
て
い
る
が
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
は
な
い

若
者
）
が
六
六
人
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ひ
き
こ

も
り
の
出
現
率
は
〇
・
七
二
％
で
、
そ
れ

を
都
内
在
住
の
一
五
〜
三
四
歳
人
口
に
あ

て
は
め
る
と
、
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
は
約

二
万
五
〇
〇
〇
人
に
推
計
で
き
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
若
者
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
で
き
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
で
は
「
ひ
き
こ

も
り
の
出
現
率
お
よ
び
推
計
人
数
は
そ
の
下

限
値
と
捉
え
ら
れ
る
」
と
み
て
い
る
。

三
〇
〜
三
四
歳
の
男
性
に
多
い

調
査
結
果
を
み
る
と
、「
ひ
き
こ
も
り
群
」

は
男
性
が
全
体
の
七
一
・
四
％
と
圧
倒
的
に

多
く
、
女
性
の
二
八
・
六
％
を
大
き
く
引
き

離
し
た
（「
一
般
群
」
は
男
性
五
一
・
五
％
、

女
性
四
八
・
五
％
）。
年
齢
層
別
で
は
「
三
〇

〜
三
四
歳
」
が
全
体
の
四
二
・
九
％
を
占
め
、

そ
の
他
の
年
齢
層
は
す
べ
て
一
七
・
九
％
で

並
ん
だ
。

四
分
の
三
が
一
年
以
上
の
長
期
継

続
者

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
た
時
期
は

「
二
五
〜
二
七
歳
」
が
二
八
・
六
％
で
一
番

多
く
、
二
番
目
は
「
一
三
〜
一
五
歳
」
の

一
七
・
九
％
だ
っ
た
。
ひ
き
こ
も
り
状
態
の

期
間
は
「
三
〜
五
年
」
が
二
八
・
六
％
で
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
七
年
以
上
」
が

二
一
・
四
％
。
一
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ

て
継
続
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
全
体
の
四
分
の

三
を
占
め
て
い
る
。

就
労
・
就
職
が
引
き
金
に

ひ
き
こ
も
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
（
複
数

回
答
）と
し
て
は
、「
職
場
不
適
応
」（
二
五
・
〇

％
）
と
「
就
職
活
動
不
調
」（
一
四
・
三
％
）

を
合
わ
せ
、
全
体
の
約
四
割
が
就
労
・
就
職

を
引
き
金
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、「
病
気
」

（
二
五
・
〇
％
）
や
「（
小
・
中
・
高
校
の
）

不
登
校
」、「
人
間
関
係
の
不
信
」（
と
も
に

一
七
・
九
％
）
を
き
っ
か
け
と
す
る
人
も
少

な
く
な
い
。

家
族
や
友
人
関
係
が
希
薄

調
査
で
は
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
と
一
般
の

若
者
の
意
識
の
違
い
を
調
べ
て
い
る
（
複
数

回
答
）
が
、そ
こ
か
ら
は
「
ひ
き
こ
も
り
群
」

の
若
者
が
「
一
般
群
」
の
若
者
に
比
べ
て
家

族
や
友
人
と
の
関
係
が
希
薄
な
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
見
え
て
く
る
。

例
え
ば
、「
親
と
自
分
と
の
関
係
が
よ
く

な
か
っ
た
（
よ
く
な
い
）」
と
回
答
し
た
の

は
、
一
般
群
で
は
一
〇
・
〇
％
に
過
ぎ
な
い

が
、
ひ
き
こ
も
り
群
は
三
五
・
七
％
も
い
た
。

逆
に
、「
家
族
と
よ
く
話
し
て
い
る
」
と
す

る
一
般
群
は
六
五
・
六
％
と
三
分
の
二
近
く

に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ひ
き
こ
も
り
群

は
三
分
の
一
（
三
二
・
一
％
）
程
度
。「
家
族

の
仲
が
よ
い
と
思
う
」
一
般
群
も
六
四
・
四

％
を
占
め
て
い
る
が
、
ひ
き
こ
も
り
群
は

二
八
・
六
％
し
か
い
な
い
。「
家
族
か
ら
十

分
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」
も
一
般
群

は
六
二
・
九
％
な
の
に
、
ひ
き
こ
も
り
群
は

二
八
・
六
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た（
図
表
３
）。

友
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

「
友
だ
ち
と
よ
く
話
し
た
（
話
す
）」
と
答

え
た
一
般
群
は
八
〇
・
六
％
い
た
が
、
ひ
き

こ
も
り
群
は
四
二
・
九
％
。「
信
頼
で
き
る

友
人
が
か
な
り
い
た
（
い
る
）」
も
一
般
群

の
五
三
・
六
％
に
対
し
、
ひ
き
こ
も
り
群
は

二
一
・
四
％
と
、
ど
ち
ら
も
一
般
群
の
半
数

以
下
だ
っ
た
。
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
群
は
、

勉
強
の
遅
れ
や
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
経

験
者
が
多
い
の
も
特
徴
だ
（
図
表
４
）。

（
調
査
・
解
析
部
）

親と自分との
関係がよくな
かった（よく
ない）

両親の関係が
よくなかった
（よくない）

家族とはよく
話をしている

家族は私を必
要としている

私たち家族は
仲がよいと思
う

私は家族から
十分に愛され
ていると思う

ひきこもり群 37. 5％ 25. 0％ 32. 1％ 14. 3％ 28. 6％ 28. 6％

一般群 10. 0％ 9. 1％ 65. 6％ 43. 4％ 64. 4％ 62. 9％

図表 3　家族との関係

信頼できる友
達がかなりい
た（いる）

友達とよく話
した（話す）

友達がひとり
もいなかった
（いない）

不登校を経験
した（してい
る）

友達にいじめ
られた（いじ
められている）

学校の勉強に
ついていけな
かった（いけ
ない）

学校の先生と
の関係がうま
くいかなかっ
た（いかない）

ひきこもり群 21. 4％ 42. 9％ 10. 7％ 35. 7％ 39. 3％ 53. 6％ 35. 7％

一般群 53. 6％ 80. 6％ 1. 1％ 5. 3％ 18. 0％ 15. 0％ 10. 7％

図表 4　学校での経験等


